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序
　福岡市はݰքṗをհして大཮・൒ౡとҰҥଳ水の関܎にあり、古代より૒ํのަྲྀがઈえ間
な͘おこなΘれてきました。市಺には埋蔵文化財をは͡Ίとしたॏ要な文化財が数ଟ͘࢒され
ており、ۙ年の著しい౎市化によりࣦΘれるこれらをޙ世に఻えることは、本市のॏ要な੹຿
です。
　本書は、共同住宅建ஙに൐う三宅遺跡群第７次発掘調査にͭいて報告する΋のです。この調
査では古代の掘立柱建物を検出するとと΋に、古代の須恵器や土師器、瓦などの遺物が出土し
ました。今ޙ、本書が文化財อޢにରするཧղと認ࣝをਂΊるҰॿになるとと΋に、ֶज़ڀݚ
のࢿྉとして΋͝׆༻いたͩけれ͹޾いにଘ͡ます。
ྗڠるまで͝ཧղと͝ࢸ成に࡞者のํʑには発掘調査から本書の܎になりましたが、関ޙ࠷　
をࣀりました。৺からँײਃし্͛ます。

ྩ࿨３年３月 25 日

福岡市教育委員会

教育௕　੕ ࢠ  ໌ ෉

例　　言
１ɽ 本書は福岡市教育委員会が南区南大橋１丁目の集߹住宅建設に൐い、ྩ࿨ݩʢ2019ʣ年７

月 22 日から 10 月 25 日に発掘調査をした三宅遺跡群第７次調査の報告書である。
２ɽ遺構の࣮ଌ・ࣸਅࡱӨはՃ౻良඙・三浦萌が行った。
３ɽ遺物の࣮ଌは三浦・立ੴ・୨町・ٱ෋が行った。
̐ɽ遺物のࣸਅࡱӨは三浦が行った。
̑ɽ੡ਤは三浦・田中が行った。
̒ɽ本書にࡌܝしたํҐはす΂て࠲ඪ北である。
７ɽ本書にࡌܝした࠲ඪは世քଌ地ܥである。
８ɽ 本書に࢖༻した遺構ུ号は̨̗ʹ掘立柱建物、̨̠ʹ土坑、̨Ｄʹ溝、̨̥ʹ柱݀ʢピッ

トʣ、である。
̕ɽ本書に関Θるਤ面・ࣸਅ・遺物は福岡市埋蔵文化財ηϯλーに収蔵・อ؅される。
ø÷ɽ本書のࣥච・編集は三浦が行った。

遺 跡 名 三宅遺跡群 調 査 次 数 7 次 調 査 略 号 .:,-7
調 査 番 号 1931 分布地図図幅名 39　三宅 遺跡登録番号 2825
申請地面積 784.73㎡ 調査対象面積 314.96㎡ 調 査 面 積 276.11㎡
調 査 期 間 ྩ࿨ݩ年 7 月 22 日～ྩ࿨ݩ年 10 月 25 日 事前審査番号 30-2-880
調 査 地 福岡市南区南大橋１丁目 1169-1、1170-4
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ᶗɽ͸͡Ίʹ

１．調査に至る経緯
　平成 30ʢ2018ʣ年 12 月 11 日෇けで、福岡市南区南大橋１丁目 1169-1、1170-4ʢෑ地面積ɿ784.73
㎡ʣにおける集߹住宅建設に൐う埋蔵文化財の༗ແにͭいてのর会が福岡市教育委員会Ѽてになされ
たʢ事લ৹査番号ɿ30-2-880ʣ。
　これをडけて経ޫ؍ࡁ文化ہ文化財׆༻෦埋蔵文化財՝事લ৹査܎は、ਃ੥地がप஌の埋蔵文化財
包蔵地である三宅遺跡群に含まれていることから、平成 31 年３月̑日に޻区಺のҰ෦においてࢼ掘
調査を࣮ࢪした。調査の݁Ռ、ݱ地දԼ 110ᶲにおいて遺物包含૚を、140ᶲにおいて遺構を確認し
たたΊ、ਃ੥者とٞڠをॏͶた݁Ռ、発掘調査を࣮ࢪすることとなった。
　本調査はྩ࿨ݩ年７月 22 日～ 10 月 25 日まで行い、報告書࡞成の੔ཧۀ࡞はྩ࿨２年度に行った。

２．調査の組織
　　　　　調査主体ɿ福岡市教育委員会　

ʢ発掘調査ɿྩ࿨ݩ年度ʣ
　　　　　調査総括ɿ経ޫ؍ࡁ文化ہ文化財׆༻෦埋蔵文化財՝　՝௕　　　　ੁ೾ਖ਼ਓ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同՝調査第 2 ٓل௕　　　　大௩܎
　　　　　庶　　務ɿ　　　　　　　　　　　文化財׆༻՝؅ཧ調੔܎　　　　দ原Ճ奈ࢬ
　　　　　事前審査ɿ　　　　　　　　　　　埋蔵文化財՝事લ৹査ࢁ　　　　܎本ߊ平
　　　　　調査担当ɿ　　　　埋蔵文化財՝調査第 2 文化財主事　　　　Ճ౻良඙　　܎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同܎文化財主事　　　　三浦　萌

ʢ੔ཧ・報告ɿྩ࿨２年度ʣ
　　　　　整理・報告総括ɿ経ޫ؍ࡁ文化ہ文化財׆༻෦埋蔵文化財՝　՝௕　ੁ೾ਖ਼ਓ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同՝調査第 2 ׮௕　᤽෌࢜܎
　　　　　整理・報告庶務ɿ　　　　　　　　　　　文化財׆༻՝؅ཧ調੔܎　দ原Ճ奈ࢬ
　　　　　整理・報告担当ɿ　　　　　　埋蔵文化財՝調査第 2 文化財主事　三浦　萌܎
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ᶘɽ遺跡ͷཱ஍ͱڥ؀

１．地理的環境
がって޿まれた福岡市には、૮԰、福岡、ૣ良、今॓の̐ͭの平野がڬにܥࢁ܊քṗとഎৼ・三ݰ　
いる。そのうͪのҰͭである福岡平野をྲྀれるಹՑ઒とּޚ઒のपғにはਁ৯のਐんٰͩྕやஈٰが
るݟのԭ積地্にҐஔする。大ਖ਼຤からত࿨ॳ期の地形ਤを؛されている。当遺跡はそのಹՑ઒੢࢒
と当֘地域は南東に։͘୩の։ޱ෦のࢁ੄にҐஔしており、पลは田ん΅であったことがうかがえる。

２．歴史的環境
　三宅遺跡群は東੢に約 500 ｍ、南北に約 250 ｍの規模を࣋ͭ主に奈良～平安時代の遺跡によって構
成されている遺跡群である。2015 年に三宅Ａ遺跡、三宅廃寺、三宅瓦窯跡、三宅岩野瓦窯跡、そし
て大橋Ｃ・Ｄ遺跡を包含して称されることとなった。過去においては「三宅廃寺」「三宅Ａ遺跡」と
して調査がされており、今回は数えて７度目の調査となるʢද１ࢀরʣ。
　三宅遺跡群が主にଘ在していた７世ل～̕世لのपล遺跡としてはಹՑٳ܅遺跡、൘෇遺跡、ഴ野
遺跡、ࡶᰥ۾遺跡、Ҫ相田Ｃ・̚遺跡、高ാ遺跡、Ҫ৲̗遺跡、そして܊ᦰਪఆ地であるಹՑ遺跡群
などがある。このうͪಹՑ遺跡群、ಹՑٳ܅遺跡、൘෇遺跡、Ҫ相田Ｃ・̚遺跡、高ാ遺跡において
大࠻෎から水৓東໳を経てതଟ遺跡群ํ面΁޲かう׭ಓ東໳ϧートが確認されている。また高ാ遺跡
とҪ৲̗遺跡では古代寺院の可能性がある遺構が発ݟされている。ۙ͘の野間 # 遺跡̐次調査で੢
໳ϧートが出ているが、大橋 & 遺跡で΋三宅廃寺に௨͡るಓ࿏と৽ཏমが出土している。
　三宅遺跡群は遺跡群に含まれているとおり三宅廃寺がかͭてଘ在していた৔所であるとされてい
る。過去の調査の中では遺跡群のほ΅中央෦で行Θれた第Ұ次調査で瓦ཷから؍世Ի寺の૑建瓦であ
る࿝࢘ᶗؙࣜݢ瓦、掘立柱建物と土坑から࿝࢘ᶘؙࣜݢ瓦が出土している。このことから三宅廃寺の
ங଄年代は７世ޙل൒～８世لॳ಄であり、そのଞの出土遺物からそのଘଓ期間は̕世لલ൒までに
Θたる可能性があることが൑໌した。そのޙおこなΘれた第２次調査で΋区ը溝や掘立柱建物、࿝࢘
ᶗࣜݢ平瓦や「寺」໏の๽書・ࠁ書土器、స༻硯や౯໌ࡼなどが出土し、当֘地域が寺院跡である可
能性が高まっている。しかしະͩにશ༰が൑໌しているΘけではな͘、今回の調査を含Ίて今ޙの調
査に期଴がされている。

ʲࢀ考文ݙʳ
・福岡市教育委員会　1979　h 三宅廃寺ʱ
・福岡市教育委員会　2004　h 三宅廃寺２ʱ
・福岡市教育委員会　2004　h 三宅廃寺３ʱ
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図１．ࡾ୐Ҩ੻܈पลҨ੻ཱ஍図（1���000


調査年
調査
次数

考備報市物遺、構遺

05）代古（溜瓦・溝・坑土・物建柱立掘17791
2002 2 溝（古墳）、掘立柱建物・土坑・溝（古代）、土坑（中世） 826

3 溝・柱穴（古代）
4 溝・柱穴（古代）
5 溝・土坑・柱穴（古代）

告報のてしと跡遺Ａ宅三報年坑土11002
告報本）世中（田水、）代古（杭・溝・坑土・物建柱立掘79102

8272002

表１　三宅遺跡群における過去の調査一覧
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図１．ࡾ୐Ҩ੻܈पลҨ੻ཱ஍図（1���000
図１　三宅遺跡群周辺遺跡立地図（1/25000）
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図２　三宅遺跡群第 1～ 7次調査地点（1/2500）
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ᶙɽௐࠪͷه࿥

１．調査の概要
　今回報告する三宅遺跡群第７次調査地は南区南大橋１丁目１１̒̕ʵ１、１１７̌ʵ̐に所在する。
ۙ隣の調査としては調査区南੢隣接地において三宅廃寺第１次調査が行Θれている。特に瓦ཷから確
認された࿝ؙ࢘ࣜݢ瓦によって三宅廃寺のଘ在がਪఆされている。
　発掘調査はɼ当֘޻事の地Լ΁ӨڹがٴͿ 314.96㎡をର৅とした。廃土ॲཧの関্܎、調査区を̡
に੢ଆ൒෼をᶘ区、ᶗ区北ଆޙঢ়に３෼ׂした。まͣ東ଆ൒෼をᶗ区として調査し、ᶗ区調査ऴྃࣈ
のತ෦をᶙ区として調査を行っている。ᶗ区東ଆにおいて地ද面から約 102ᶲで遺物包含૚が、੢ଆ
において同͡高さで遺構が確認されたたΊ、この্面までのද土のঅऔりを行ったޙɼਓྗで遺構の
検出ٴͼ掘࡟ɼ遺構࣮ଌɼࣸਅࡱӨを行った。発掘調査はྩ࿨ݩ年７月 22 日に։࢝し、ྩ࿨ݩ年 10
月　日にऴྃしている。
　本調査区で検出された遺構は古代の掘立柱建物が１棟、土坑３基、溝２条、杭跡と考えられるピッ
ト群、そして中世の水田面である。出土遺物等のほとんどは瓦である。掘立柱建物は２間×３間の規
模が確認できており、三宅廃寺の寺院域を構成する建物である可能性が非常に高い。
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２．基本層序
　基本తには地ද面から約１ｍは٬土または࡞ߞ土であり、遺構検出面に包含૚が１～３૚ଯ積して
いるという૚ংをとる。調査区ᶗ・ᶙ区の東น土૚をݟると地දから࠷大 60ᶲほどある٬土のԼに
に࡞ߞ土である１・２૚が 20ᶲऑଯ積する。ᶙ区では中世Ҏ߱の溝がนԊいにଘ在しており、その
ଯ積土３・̐ ૚がᶙ区ଆからᶗ区にかけてଯ積する。そのޙ、ᶗ区では包含૚１～３૚である̑・ ・̒
７૚が約 40ᶲଯ積し、遺構検出面にࢸる。ᶙ区北น土૚΋૚のްさҎ֎はほ΅同༷のଯ積をࣔすが、
遺構検出面である地ࢁの土৭がҟなる。ᶘ区はগʑҟなるଯ積をࣔす。੢น土૚をݟると٬土と࡞ߞ
土である１૚のԼに約 20ᶲの࣭࠭土૚かଯ積し、そのԼに包含１～３૚である̑～７૚がଯ積する
形をとる。Ұํでᶘ区北น土૚をみると࣭࠭土૚はみられͣ、࡞ߞ土の௚Լから包含１～３૚がଯ積
することとなる。

３．遺構と遺物

̍ʣ۷ཱபݐ෺
　調査区の北෦で掘立柱建物がҰ棟確認できた。
ＳＢ－０４１（図６）
　調査区北෦で確認された主࣠ํҐ / ʵ３°ɻ & にとる２間×３間の掘立柱建物である。南ଆܻ行શ
௕ 6.42 ｍ、柱間は੢から 2.2N、2.08N、2.32 ｍ。北ଆܻ行શ௕ 6.4 ｍ、柱間は੢から東੢௕ 3.72 ｍで
ある。北ଆܻ行શ௕ 6.2 ｍ、柱間は੢から 2.16 ｍ、2.28 ｍ、1.96N である。੢ଆྊ行શ௕ 3.56N、東
ଆྊ行શ௕ 3.72 ｍ、柱間は北から 1.84 ｍ、1.88 ｍである。̨̥―̌̌̕、̌２３、̌２̕、̌３̌、
̌３１、̌３７、̌３８、̌３̕、̌̐̌で構成される。柱݀は۱ؙํ形にۙい形をとる。ਤࣔでき
る遺物はない΋のの出土したೄ目ୟきのみられる瓦等から８世͝لΖの建物であると考えられる。

̎ʣ౔޵
　３基の土坑が発ݟされた。
ＳＫ－００１（図７）
　ᶗ区北෦、調査区શମの中央෇ۙで発ݟされた௕࣠ 14.2 ｍ、୹࣠ 1.34 ｍ、ਂ さ 0.52 ｍの土坑である。
埋土は׊৭土、ࠇ৭土、҉փ৭೪࣭土であり、׊৭土は࡞ߞ土の可能性がある。̨̗ʵ̌̐１を構成
する̨̥ʵ̌̌̕を੾っているようにみえる΋のの、検出がෆ໌ྎであったこと΋あり̨̗ʵ̌̐１
より΋৽しい時期であるとはஅݴできない。
出土遺物（図８）
　出土遺物はいͣれ΋ഁยのঢ়ଶで出土した。１は高୆ܘ 8ᶲ、࢒ଘ高 2.1ᶲの੺মきの須恵器のᆀ
である。಺֎面と΋に回సϤコφσがࢪされており、಺面のఈ面はφσである。ఈ෦෇ۙが 1�4 ఔ࢒
ଘしている。２は高୆ܘ 8ᶲ、࢒ଘ高 2.8ᶲのࠇ৭土器 " ྨのᆀである。಺面にΘͣかにϛΨΩが࢒
る΋のの、֎面の調੔はຎ໓しておりෆ໌である。ఈ෦෇ۙが 1�5 ఔ࢒ଘしている。３はؙݢ瓦であ
り、Ԝ面に෍目が確認でき、ଆ面はϔϥ੾りがࢪされている。࢒ଘ௕ 16ᶲ、ްさ 1.6ᶲである。
ＳＫ－００４（図９）
　調査区੢ଆ中央෇ۙにおいてᶗ区とᶘ区をލいͩ形で発ݟされた。௕࣠ 1.36 ｍ、୹࣠ 1.1 ｍ、ਂさ
0.52 ｍの規模である。埋土は主にࠇ৭࣭࠭土であり、ఈ面にۙͮ͘にしたがって೪࣭土や೪土を含Ή
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΋のになる。包含２૚を੾っていることから中世Ҏ߱に掘られた΋のといえる。
出土遺物（図１０）
　出土遺物はいͣれ΋ഁยのঢ়ଶで出土した。̐はΧϚドの٭෦ยである。࢒ଘ高は 12.8DN であり、
֎面調੔はλςϋέ、಺面調੔はέズリである。੄෦はφσがࢪされている。̑ は高୆9ܘᶲ、࢒ଘ高2.3
ᶲの੺মきの須恵器のᆀである。಺֎面と΋に回సϤコφσがࢪされており、಺面のఈ面はφσであ
る。ఈ෦෇ۙが 1�6 ఔ࢒ଘしている。̒は高୆ܘ 8ᶲ、࢒ଘ高 2.3ᶲの土師器のᆀである。಺面のҰ
෦にϤコφσがみられる΋のの、大൒がຎ໓しておりෆ໌である。ఈ෦෇ۙが 1�4 ఔ࢒ଘしている。
ＳＫ－０１４（図１１）
　調査区ᶘ区北෦で発ݟされた௕࣠ 1.06 ｍ、୹࣠ 0.92 ｍ、ਂさ 0.44 ｍの土坑である。ଯ積ঢ়گから
Ұ度埋຅したのͪに΋うҰ度掘りなおした可能性が考えられる。্ 面で土師器のখ形伫が発ݟされた。
出土遺物（図１２）
　７は土師器のখ形伫である。土坑の্面で発ݟされた。ܘޱ 19ᶲ、高さ 16.05ᶲでありほ΅׬形と
なる。֎面調੔はλςϋέ、಺面調੔はέズリである。಺֎面と΋にఈ෦෇ۙの調੔はຎ໓しており
ෆ໌である。ઙԫᒵの଻土をఄする。８は高୆ܘ 10ᶲ、࢒ଘ高 1.7ᶲの土師器のᆀである。಺֎面と
΋にφσをࢪされている。ఈ෦෇ۙが 1�4 ఔ࢒ଘしている。̕は໻ੜ時代લ期の伫のޱԑ෦である。
ଞの遺物とのྲྀれࠐみであると考えられる。き͟みがみられる。１̌はΧϚドの൳෦෼である。൳の
্෦෼の調੔はϋέ、൳্෦の調੔はϤコφσをࢪしたޙにϋέ、൳Լ෦の調੔はϋέであり޻۩に
よる調੔のࠟが࢒っている。
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図 10　SK-004 出土遺物実測図（1/3）
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̏ʣখ݀
ＳＰ－０２８（図１３）
　̨̥ʵ̌３７の北東ଆにҐஔ
する柱݀΋し͘はখ݀である。
0.5 ｍ× 0.52 ｍ、ਂさ 0.19 ｍの
規模であり、掘立柱建物を構成
する柱݀とྨࣅした形ଶをとる
が、調査区಺において確認する
ことはできていない。建ங෦ࡐ
と考えられる໦੡඼とؙ瓦をは
͡Ίとした瓦が出土した。̨̥
ʵ̌３７をΘͣかながらきって
いるたΊ、̨̗ʵ̌̐１より΋
৽しい時期の΋のであると考え
られる。
出土遺物（図１４，１５）
　１１はؙ瓦である。ްさ 1.6
ᶲ、࢒ଘ௕ 15.8ᶲ、࢒ଘ෯ 9.3ᶲ。
ತ面はࠨ೨りのೄ目、Ԝ面には
෍目が確認できる。ଆ面はϔ
ϥ੾りがࢪされている。１２・
１３は建ங෦ࡐと考えられる໦
੡඼であるが、どの෦Ґである
かはෆ໌である。どͪら΋　݀
が確認できる。１２はްさ 3.2
ᶲ、෯ 8.1ᶲ、࢒ଘ௕ 47.5ᶲで
ある。１３はްさ 2.9ᶲ、࢒ଘ෯ 5.2ᶲ、࢒ଘ௕ 46.5ᶲである。同Ұ෦ࡐであった΋のが෼཭した可能
性΋ある。

̐ʣͦͷଞ
　遺構検出面্にଘ在した包含૚から出土した遺物とそのଞの遺構から出土した遺物にͭいてड़΂
る。包含૚出土遺物は調査区͝とに報告する。いͣれ΋ഁยが主であり、ܘޱ・高୆ܘと΋に෮ݩし
た΋のがほとんどである。いͣれ΋中世Ҏ߱の包含૚である。
Ⅰ区出土遺物（図１６～２１）
　ᶗ区を調査中に発ݟされた遺物である。ほとんどがഁยのঢ়ଶで出土した。
１̐～２１は包含૚１૚から出土した。１̐～１̒は須恵器のᆀ਎である。１̐は高୆ܘ 8ᶲ、࢒ଘ
高 1.7ᶲである。಺面はέズリ෩のφσ、֎面のଆ面は回సϤコφσ、ఈ面が回సϔϥέズリである。
ఈ෦෇ۙが 1�8 ほど࢒ଘしている。１̑は高୆ܘ 8.4ᶲ、࢒ଘ高 2.3ᶲである。಺֎面と΋にଆ面は回
సϤコφσ、ఈ面はφσである。ఈ෦෇ۙが 1�3 ほど࢒ଘしている。１̒は高୆ܘ 10ᶲ、࢒ଘ高 2.2
̲ｍであり、੺মきである。಺֎面と΋に回సϤコφσがࢪされているが、಺面のఈ面はφσ調੔で
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図 11　SK-014 遺構実測図（1/20）
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ある。ఈ෦෇ۙが 1�8 ほど࢒ଘしている。１７・１８は土師器のᆀ਎である。１７は高୆ܘ 8ᶲ、࢒
ଘ高 2.1ᶲである。಺֎面調੔はφσである。ఈ෦෇ۙが 1�8 ほど࢒ଘしている。１８は高୆ܘ 8ᶲ、
ଘ高࢒ 2.2ᶲである。಺面調੔はຎ໓しており、֎面調੔はണ཭のたΊෆ໌である。ఈ෦෇ۙが 1�3
ほど࢒ଘしている。１̕は高୆ܘ 4.6ᶲ、࢒ଘ高 1.7ᶲのࠇ৭土器 # ྨである。಺面調੔にϛΨΩ、֎
面調੔はఈ面がφσ、ଆ面から高୆にかけてはϤコφσである。ࠇ৭をఄする。高୆෇ۙのみ出土した。
２̌はӽभ窯ܥ੨࣓のޱԑ෦ยである。ܘޱ 18ᶲ、࢒ଘ高 4.5ᶲ。ޱԑ෦෇ۙの 1�7 ఔが࢒ଘしている。
２１はന࣓࿸である。࢒ଘ高 4.9ᶲであり、ന࣓ᶚྨである。２２～２̑は包含૚２૚から出土した。
２２は須恵器の֖である。ܘޱ 16ᶲ、࢒ଘ高 1.8ᶲである。֎面調੔は回సϔϥέズリと回సϤコφ
σ、಺面調੔は回సϤコφσとφσである。1�10 ほどが࢒ଘしている。２３は須恵器のᆀ਎である。
高୆ܘ 7.4ᶲ、࢒ଘ高 2.9ᶲである。಺面は回సϤコφσとφσ、֎面はφσ、高୆は回సϤコφσが
されている。ఈ෦෇ۙがࢪ 1�6 ほど࢒ଘしている。２̐は土師器の大ࡼである。ܘޱ 15ᶲ、࢒ଘ高 3.8
ᶲである。ఈ෦は回సέズリがࢪされたޙにφσがࢪされている。1�3 ほどが࢒ଘしている。２̑は
ന࣓࿸のޱԑ෦でありᶚྨである。２̒～２８は包含２～３૚の間で出土した。２̒・２７は須恵器
のᆀである。２̒は高୆ܘ 8.8ᶲ、࢒ଘ高 2.7ᶲである。಺֎面と΋にφσと回సϤコφσがࢪされて
いる。֎面にはҰ෦έズリがみられる。ఈ෦෇ۙが 1�5 ほど࢒ଘしている。２７は高୆ܘ 8ᶲ、࢒ଘ
高 3ᶲである。಺֎面と΋に回సϤコφσがࢪされており、֎面のҰ෦に回సέズリがみられる。ఈ

図 12　SK-014 出土遺物実測図（1/3）
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図 13　SP-028 遺構実測図（1/10）

図 14　SP-028 出土遺物実測図（1/3）
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図1�ɹS1-0��ग़土Ҩ෺࣮ଌ図（1��）図 15　SP-028 出土遺物実測図（1/3）
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図 16　Ⅰ区出土遺物（1/3）
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図 17　Ⅰ区出土遺物（1/3）
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෦෇ۙが 1�5 ほど࢒ଘしている。２８は土師器のᆀである。高୆ܘ 8ᶲ、࢒ଘ高 2.8ᶲであり、಺面
にϛΨΩがݟられる。ఈ෦෇ۙが 1�2 ほど࢒ଘしている。２̕～３１は包含૚３૚で出土した。２̕
は須恵器のᆀである。高୆ܘ 8.8ᶲ、࢒ଘ高 1.9ᶲである。಺֎面と΋に回సϤコφσがࢪされている。
３̌は土師器のᆀである。高୆ܘ　ᶲ、࢒ଘ高　ᶲである。３１は同安窯ܥとࢥΘれる੨࣓㡜のޱԑ
෦のഁยである。３２～３８は遺構検出面௚্で発ݟされた。３２は須恵器のᆀである。高୆ܘ 10ᶲ、
ଘ高࢒ 2.3ᶲである。಺面調੔は回సϤコφσ、֎面調੔はφσである。高୆には回సϤコφσがࢪ
されており、ఈ෦に൘ѹࠟが࢒っている。３３は土師器のᆀである。高୆ܘ 8.4ᶲ、࢒ଘ高 2.9ᶲであ
る。಺֎面と΋にຎ໓しており、調੔はෆ໌である。ఈ෦෇ۙが 1�3 ほど࢒ଘしている。３̐と３̑

図 18　Ⅰ区出土遺物（1/3）
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図 19　Ⅰ区出土遺物（1/3）
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図 20　Ⅰ区出土遺物（1/3）
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は໻ੜ土器とみられるఈ෦ยである。３̒・３７は൘ࡐで
ある。３̒は୺෦に݀がみられ、３７はද面のຎ໣がܹし
い。３̒はްさ 1.2ᶲ、෯ 5.7ᶲ、௕さ 20.6ᶲである。３７
は࢒ଘ௕ 19.2ᶲ、࢒ଘ෯ 6ᶲ、࢒ଘް 1.5ᶲである。３８
は໦杭である。ᶗ区南੢෦で発ݟされた。ܘ約 2.3ᶲ、࢒
ଘ௕ 22.5ᶲである。
　３̕～̑̌は瓦である。３̕～̐２は平瓦であり、包含
૚から出土した。３̕はತ面にࠨ೨りのೄ目ୟきが、Ԝ
面に෍目が確認できる。ଆ面はϔϥ੾りがࢪされている。
̐̌・̐１は֨ࢠୟき目であり、ਖ਼֨ࢠである。̐̌のԜ

面には෍目がΘͣかにみられる΋のの、શମతにεεがް΅った͘෇ணしている。ଆ面はϔϥ੾りが
されている。ଆ面はϔϥ੾りであࢪのφσが޲されている。̐１のԜ面は෍目のͪに෦෼తにԣํࢪ
る。̐２はԜ面には෍目のͪέズリが、ತ面にはφσのͪέズリがࢪされており、ଆ面はϔϥ੾りで
ある。̐３～̐̑はؙ瓦であり、包含૚から出土した。̐３～̐̑いͣれ΋Ԝ面に෍目がみられ、ತ
面には޻۩などによるφσがࢪされている。̐３のଆ面はϔϥ੾りが、̐̐のଆ面はϔϥφσ、̐̑
のଆ面にはϔϥφσがࢪされている。̐̒～̑̌は遺構検出面で発ݟされた。̐̒はؙ瓦であり、ತ
面にはרࠨきのೄ目がݟられる。Ԝ面は෍目がみられ、Ұ෦޻۩によるφσがある。̐７はؙ瓦の୺
෦である。Ԝ面に෍目がみられ、ଆ面はϔϥ੾りである。̐８はؙ瓦であり、ತ面にࠨ೨りのೄ目が
みられる。Ԝ面には෍目がΘͣかに࢒る΋ののほとんどがຎ໣している。ଆ面୺෦の調੔はϔϥφσ
とࢥΘれる。Ұ෦にඥࠟが࢒る。̐̕は平瓦であり、ತ面にࣼ֨ࢠのୟき目がみられる。Ԝ面には෍
目が࢒る΋ののຎ໓͗みである。ଆ面にはϔϥ੾りがࢪされている。̑̌はؙݢ瓦である。෩化は
しているが、֎ԑ෦にࣃڒ文がある。࿝࢘ࣜᶗࣜかとࢥΘれるがෆ໌ྎであるたΊஅݴはできない。
1�8 ほどが࢒ଘしている。
Ⅱ区出土遺物（図２２、２３）
　ᶘ区を調査中に発ݟされた遺物である。
　̑１は包含１૚から発ݟされた土師器のᆀである。高୆ܘ 8.6ᶲ、࢒ଘ高 3.8ᶲである。಺֎面調
੔と΋に大൒がຎ໓しているが、֎面のఈ෦෇ۙにφσが࢒る。ఈ෦෇ۙが 1�4 ほど࢒ଘしている。
̑２～̑７は包含２૚から発ݟされた。̑２・̑３は須恵器の֖である。̑２はܘޱ 13ᶲ、࢒ଘ高
2.45ᶲである。಺֎面と΋に回సϤコφσをࢪしており、֎面の্෦には回సϔϥέズリがみられる。
̑３は࢒ଘ高 2.1ᶲである。಺֎面と΋に回సϤコφσがࢪされており、֎面の্෦に回సϔϥέズ
リがみられる。̑̐～̑̒は須恵器のᆀである。̑̐は高୆ܘ 9.2ᶲ、࢒ଘ高 2.1ᶲである。಺֎面と
΋にఈ෦෇ۙはφσがࢪされており、಺面のҰ෦と高୆に回సϤコφσがみられる。ఈ෦෇ۙが 1�4
ほど࢒ଘしている。̑̑は高୆ܘ 8.5ᶲ、࢒ଘ高 2.1ᶲである。಺֎面と΋にఈ෦෇ۙはφσがࢪされ
ており、಺面のҰ෦と高୆に回సϤコφσがみられる。ఈ෦෇ۙが 1�2 ほど࢒ଘしている。̑̒は高
୆ܘ 10ᶲ、高さ 2.1ᶲである。಺面はφσ、֎面はఈ෦෇ۙがφσ、高୆に回సϤコφσがࢪされて
いる。ఈ෦෇ۙが 1�4 ほど࢒ଘしている。̑７は土師器のᆀʢ㡜ʣであり高୆ܘ 6.4ᶲ、࢒ଘ高 1.9ᶲ
である。಺֎面調੔と΋にຎ໓しておりෆ໌である。ఈ෦෇ۙが 1�4 ほど࢒ଘしている。̑８～̒２
は包含２૚から３૚を掘࡟中に発ݟされた。̑８～̒̌は須恵器のᆀである。̑８は高୆ܘ 9ᶲ、࢒
ଘ高 2.3ᶲである。಺面の࢒ଘ෦෼্෦と高୆に回సϤコφσがࢪされており、それҎ֎の෦෼には
φσがみられる。ఈ෦෇ۙが 1�6 ほど࢒ଘしている。̑̕は高୆ܘ 8ᶲ、࢒ଘ高 2.05ᶲである。಺面

図 21　Ⅰ区出土遺物（1/3）
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図 22　Ⅱ区出土遺物（1/3）（71・72：1/1）
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の࢒ଘ෦෼্෦と高୆に回సϤコφσがࢪされており、それҎ֎の෦෼にはφσがみられる。ఈ෦෇
ۙが 1�2 ほど࢒ଘしている。̒̌は高୆ܘ 9ᶲ、࢒ଘ高さ 2.5ᶲである。಺面の࢒ଘ෦෼্෦と高୆
に回సϤコφσがࢪされており、それҎ֎の෦෼にはφσがみられる。ఈ෦෇ۙが 1�4 ほど࢒ଘして
いる。̒１・̒２は土師器のᆀである。̒１は高୆ܘ 8ᶲ、࢒ଘ高 2.2ᶲである。಺֎面調੔と΋に
ຎ໓しておりෆ໌である。ఈ෦෇ۙが 1�4 ほど࢒ଘしている。̒２は高୆ܘ 8ᶲ、࢒ଘ高 2.05ᶲであ
る。಺面調੔はຎ໓しておりෆ໌である。֎面はఈ෦෇ۙがφσ、高୆がϤコφσである。̒３～
̒７は遺構検出面で発ݟされた΋のである。̒３は須恵器の֖である。ܘޱ 14ᶲ、࢒ଘ高 1.45ᶲで
ある。֎面্෦は回సϔϥέズリ、಺面্෦はφσ、಺֎面と΋にଆ面は回సϤコφσである。௖点
にͭまみがͭいた΋のとਪଌされる。1�7ほどが࢒ଘしている。̒ ̐は須恵器のᆀである。高୆8.1ܘᶲ、
ଘ高࢒ 2.6ᶲである。಺面࢒ଘ্෦に回సϤコφσ、ఈ෦෇ۙにφσ、֎面࢒ଘ্෦に回సϔϥέズ
リ、高୆に回సϤコφσ、ఈ面にφσがࢪされている。ఈ෦෇ۙが 1�2 ほど࢒ଘしている。̒̑は土
師器のᆀである。高୆ܘ 8.2ᶲ、࢒ଘ高 1.8ᶲである。಺֎面と΋にφσがࢪされており、高୆はϤコ

図 23　Ⅱ区出土遺物（1/3）
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図 24　Ⅲ区出土遺物（77：1/3）（78：1/4）
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φσである。ఈ෦෇ۙがΘͣかに࢒っている。̒̒は須恵器のᆀである、高୆ܘ 8ᶲ、࢒ଘ高 1.95ᶲ
である。಺֎面共にఈ෦෇ۙはφσ、ଆ面およͼ高୆は回సϤコφσがࢪされている。̒７は似の೺
खである。಺֎目調੔と΋にຎ໓しておりෆ໌である。̒ ８は須恵器伫಑෦ยをస༻した硯である。7.5
ᶲ× 9.1ᶲ、ްさ 1.05ᶲの大きさである。包含２૚から３૚にかけた掘࡟中に発ݟした。๽がΘͣか
に࢒る。্面はすり目が࢒っており、硯として࢖༻したとみられる্面とはཪଆに同৺円当۩ࠟがみ
られる。̒̕は圏足円面硯のഁยであり、圏足෦にํ形ಁかしをࢪす。্面の 1�6 が࢒っている。্
෦ܘ 10.4ᶲ、࠷大ܘ 12.2ᶲ、࢒ଘ高 1.9ᶲである。遺構検出面での発ݟである。্面に๽が࢒っており、
すり目がみられる。７̌はἷ平ยਕੴ佁である。ੴࡐはڽփ࣭安ࢁ岩ϗϧϯϑΣϧεである。ॎ 7.4ᶲ、
ਕ෯ 5.4ᶲ、ްさ 1.4ᶲ。包含３૚から出土した。７１・７２はੴ᭲である。７１は包含２૚、７２は
包含３૚から出土した。
　７３～７̒は瓦である。７３はؙ瓦でありತ面にຎ໓ؾຯͩが平行のୟきが、Ԝ面に෍目が࢒って
いる。ଆ面はϔϥφσがࢪされている。７̐はؙݢ瓦である。中๪಺にはҰʴീの円圏をΊぐらせた
࿇ࢠがあり、そのपลを୹い࿇หがΊぐっている。࿝ؙ࢘ࣜݢ瓦の特௃にはҰகしない΋のである。
包含１૚から出土した。７̑・７̒はݢ平瓦である。７̑は࿝࢘ࣜᶗࣜかとࢥΘれる΋ののஅݴはで
きない。７̒はຎ໣がܹし͘調੔ํ๏を含Ίてෆ໌である。７̑は包含３૚から、７̒は遺構検出面
で発ݟされた。

Ⅲ区出土遺物（図２４）
　ᶙ区を調査中に発ݟされた遺物である。
　７７・７８と΋に遺構検出面で発ݟされた平瓦である。７７はԜ面に෍目、ತ面にਖ਼֨ࢠのたたき
がみられ、ଆ面୺෦にはϔϥφσがࢪされている。７８はԜ面にφσ、ತ面にਖ਼֨ࢠのたたきがみら
れる。７８のみॖईがҟなるたΊਖ਼֨ࢠの大きさがҟなるようにみえるが、７７と大きさはほ΅かΘ
らない。

その他遺構出土遺物（図２５）
　７̕・８̌は 4%-013 から出土した。７̕は須恵器の֖である。ܘޱ 11.8ᶲ、࢒ଘ高 1.6ᶲである。
֎面্෦に回సϔϥέズリがݟられるҎ֎は回సϤコφσがࢪされている。1�3 ほど࢒ଘしている。
８̌は土師器である。器種はෆ໌確ͩがᆀとࢥΘれる。高୆ܘ 11.0ᶲ、࢒ଘ高 1.6ᶲである。಺֎面
と΋にຎ໓しており、調੔はෆ໌である。ఈ෦෇ۙが 1�5 ほど࢒ଘしている。

図 25　その他の遺構出土遺物（1/3）
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　今回の調査で発ݟされた遺構は古代の掘立柱建物１棟、土坑３基、ピット１基、時期ෆ໌の溝２条
と中世の水田面である。掘立柱建物は出土遺物などから８世͝لΖの΋のであると考えられ、三宅廃
寺を構成する建物のҰͭであると考えられる。また出土した࿝࢘ࣜݢ・ؙݢ平瓦や円面硯、స༻硯の
ଘ在から三宅廃寺がଘ在した可能性がまた高まったといえる。掘立柱建物 4#-041 はଞの２号住ډᅿ
や 4#-51 にൺ΂、主࣠が੢دりに܏いている。
　さて今回の調査区と第１次・第２次調査区のඪ高をൺֱすると第１次調査区と当調査区との高低差
がʴ１ｍ、第２次調査区と当調査区との高低差がʴ２ｍとなることがΘかった。このことから当֘地
域は੢から東にかけてԼがってい͘地形となることが൑໌した。さらに第２次調査区と当調査区との
཭はおおよそڑ 150 ｍであるたΊ、੢から東に޲かってൺֱతٸにさがっていることとなるʢਤ２̒
রʣ。このことから三宅廃寺पลは今まで考えられてきたようなൺֱత平坦な地形ではなࣼ͘面のࢀ
্にଘ在していた可能性がでてきた。Ճえてその高低差や出土遺物や区ը溝らしき遺構などから、第
２次調査区पลが中৺域である可能性が考えられる。そして当調査区はඪ高ではҰ番低͘、調査区の
南東෦において΋中世の水田面Ҏ֎の遺構は確認できなかったことから、当調査区が三宅廃寺の寺域
の東ݶであったと考えられる。ਤ２̒はh 三宅廃寺２ のɦ'JH.49に当調査区をはΊࠐんͩ΋のであるが、
それをみて΋Θかるように、中৺域から཭れた৔所であった可能性が高い。
　今回の調査݁Ռによって三宅廃寺という寺院跡であった可能性がより高まったといえる。またその
地形の高低をふまえると、খ高いٰྕの্にଘ在していたͪΐっとしたࢁ寺のような֎؍をとってい
た可能性΋でてきたといえよう。そのたΊ今ޙपลを調査するࡍには地形෮ݩに΋ྗをいれる΂きで
あるといえる。
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１．ᶗ۠શܠ（๺から）

２．ᶙ۠શܠ（๺から）

図版１

１．ᶘ۠શܠ（東から）

２．̨̗ʕ̌４１શܠ（๺から）

図版２図 版 １



１．ᶗ۠શܠ（๺から）

２．ᶙ۠શܠ（๺から）

図版１

１．ᶘ۠શܠ（東から）

２．̨̗ʕ̌４１શܠ（๺から）

図版２ 図 版 ２



３．SK-004 土層（西から） ４．SK-004 完掘（東から）

図版３

１．SK-001 土層（西から） ２．SK-001（西から）

５．SK-014 土層（東から） ６．SK-014（東から）

図 版 ３
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

三宅遺跡群 寺院 古代・中世 掘立柱建物、土坑、
溝、水田

須恵器、土師器、
瓦、圏足円面硯

三宅廃寺の寺域に相
当する建物とみられ
る掘立柱建物の検出

要　　約

　三宅遺跡群は主に奈良～平安時代の遺跡によって構成されている遺跡群である。2015 年
に三宅Ａ遺跡、三宅廃寺、三宅瓦窯跡、三宅岩野瓦窯跡、そして大橋Ｃ・Ｄ遺跡を包含し
て称されることとなった。過去においては「三宅廃寺」「三宅Ａ遺跡」として調査がされて
おり、今回は数えて７度目の調査となる。
　本調査区は三宅廃寺第１次調査地点に隣接している。本調査区で検出された遺構は古代
の掘立柱建物が１棟、土坑３基、溝２条、杭跡と考えられるピット群、そして中世の水田
面である。出土遺物等のほとんどは瓦である。掘立柱建物は２間×３間の規模が確認でき
ており、三宅廃寺の寺院域を構成する建物である可能性が非常に高い。また過去の第２次
調査地点から本調査区にかけての高低差が２ｍあることから、従来考えられていたような
平坦な地形ではない可能性がでてきた。
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